




A study of teacher career and professional development  
(Part 2)

























































































































Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ







自立したかった ○ ○ ◎
何となく ○ ○
意志なし ○
得意科目を生かす ○ ◎ ○
















































































研究校への赴任 ◎ ○ ○ ○ ○
③学校内の指導者 先輩教師の指導 ◎ ☆ ○ ☆ ◎ ○ ☆ ◎ ○
教務主任の指導 ○ ◎ ☆××
校長の姿勢
（リーダーシップ）
○ ○ ☆ ◎
教頭の教え ○ × ○
④学校外の人物
⑤学校内での研究活動 同世代の仲間 ◎ ☆ ☆ ◎ ○
同僚との会 ○
論文のまとめ ○ ○
職場の雰囲気 ◎ ○ ○ ○
教師文化 ○
































































































































カテゴリーの分類 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ
①教育実践上の経験 専門知識を持つ
教材・授業づくり ○ ◎ ☆ ☆ ○
ユニークな実践 ○ ◎ ○
新しい企画 ○ ☆ ◎
生徒との出会い ○ ○
信頼関係を築く ◎
生徒指導・授業の苦しみ ☆ ○ ◎ ○ ○
週案を生かす ○




研究指定校 ○ ◎ ◎
全校体制 ○ ○ ○
③学校内の指導者 校長のリーダーシップ ◎ ○ ☆ ◎ ☆ ○
教頭の指導 ○ ○ ○
先輩の指導 ☆ ○ ☆ ○ ○ ◎ ○ ◎ ☆
④学校外の人物 教育長との出会い ○
⑤学校内での研究活動 研究部へ入る ○ ◎ ○ ○ ○
教科部会 ○
後輩の指導 ○










⑨地域と学校への着目 PTA とのつながり ○ ○
地域とのつながり ○ ○ ○ ○
コミュニティの温かさ ◎
⑩教育界の動向 本との出会い ◎ ◎
⑪社会問題や政治状況
⑫職務上の変化 主事 ･ 主任への登用、悩み ○ ○ ○ ○ ○ ○
教科指導員への登用 ○ ○












































































































カテゴリーの分類 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ









③学校内の指導者 理想の校長像 ○ ○ ☆ ○
校長の手腕 ☆ ◎ ☆ ◎ ◎ ○ ○ ☆
教頭の指導 ○ ◎
先輩の指導 ○
④学校外の人物 教育長の指導 ○ ○ ○




現職教育の難しさ ◎ ○ ○





































































































































先輩の温かさ ◎ ○ ◎
先輩・同僚から学ぶ ○
④学校外の人物

































































































初任期 中堅期 管理職期 振り返って
①教育実践上の経験 子どもとの出会い 専門知識を持つ 新しい企画 事件に出合う
先生としての心地よさ 教材・授業づくり 学校改革 自分の非力のはずかしさ
試すような風潮 ユニークな実践 教務主任改革 日々の積み上げ











③学校内の指導者 先輩教師の指導 校長のリーダーシップ 理想の校長像 上司の無理解
教務主任の指導 教頭の指導 校長の手腕 身近な先生が手本





④学校外の人物 教育長との出会い 教育長の指導 学校外の三河の実践家
⑤学校内での研究活動 同世代の仲間 研究部へ入る 研究発表 若い教師を育てる
同僚との会 教科部会 研究図書の発行 授業を大切に
論文のまとめ 後輩の指導 大学との連携 分かりやすい授業
職場の雰囲気 同僚の支え 部下の指導 組織で動く
教師文化 同僚の雰囲気 現職教育の難しさ ふれあい（コミュニケーション）







































































































































































② 　教師人生を振り返ってみると、最後は I の「自己向上型」に集約される。
つまり、自分自身が常にどういう立場に置かれようとも、問題意識をもっ
て力量を高めようとする意識・意欲が不可欠である。自分自身が周囲の人
から学ぶ姿勢こそ、力量を高めていくことになる。
③ 　「常に目標とする先輩がいた」「いい先輩に出会った」「いい先生方にめぐ
りあった」という校長が多い。多くの先輩・同僚との交流の中で、教師と
しての力量を形成する。したがって、多くの教師に慕われ、尊敬されるこ
とが、教師の力量形成の必要条件と思われる。
④ 　いい雰囲気の職員室からいい教師が生まれる。若い教師は年配の教師に
学び、年配の教師は若い教師を指導する。そんな雰囲気の学校づくり、職
員室づくりがキーポイントのように思われる。雑談や話し合いを多くとる
ようにすべきであり、学び合うべきである。
⑤ 　教師を退職してからもサークル仲間は研究の仲間として生涯の友となっ
ている。教師を退職したら終わりという付き合いはしたくない。教科研究
の仲間、サークルの仲間を大切にしたいものである。人間として心豊かに
生きることにつながる。
⑥ 　授業を大切にすることが教師としての基本である。お互い切磋琢磨し
て、少しでも「楽しい授業」「よくわかる授業」に心がけたいものである。
それが生徒や生徒の親との信頼関係になっていく。
⑦ 　常に問題意識をもって事に対処したい。その姿勢、生き方が向上心、ひ
いては力量形成につながると思われる。
追記　インタビューいただいた11人の校長先生方に深謝します。教師として
の生き方に関する事柄であり、答えにくい内容も多かったものと思われ
ますが、後輩たちのためにあえてご協力いただきました。ありがとうご
ざいました。また、西尾市教育委員会の皆様にはいろいろご配慮いただ
きました。感謝申し上げます。
　　　なおこの研究は、西尾市内の先生方にも研究同人として、お手伝いい
ただきました。お名前を記し、月並みでなしに深く感謝いたします。
　　　西尾市立津平小学校　校　　長　村松弘三
　　　西尾市立吉良中学校　教務主任　伊藤嘉樹
　　　西尾市教育委員会　　指導主事　兼子　明
　　　西尾市教育委員会　　指導主事　杉浦　康
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